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「主体的・対話的で深い学び」に呼応する

　「日本の子どもの問題解決能力は高いが，疑問
を呈す批判的な考え方や忍耐力などは低い」とい
われる（2018年７月27日：アンドレアス=シュ
ライヒャーOECD教育・スキル局長）。しかしは
たして，批判的思考力が伴わない問題解決能力を
高いといえるかどうか。
　社会科は，学ぶことと社会や生活をつなぎ，知
識の伝達にとどまらず，体験や探究を重視した参
加型の学びを展開し，子ども自ら課題を発見し，
主体的･協働的に探究していくことを大切にする。
子どもが納得のいかないことに出会い，自ら調べ，
他者と対話を重ねていく中で，やがて納得のいく
見方・考え方に出会う追究の息の長さも必要とな
る。そうしたプロセスを通じて，深い学びが醸成
され，子どもたちの批判的な考え方や忍耐力など
を含めた資質・能力が育成されていくのである。
　私たちは，次の諸点に留意して，子どもたちに
社会への関わり方を選択・判断し適切に表現する
力を養いながら，未来の主権者として社会参画へ
の意欲を高めていく教科書づくりを目ざした。
●主体的に学ぶ　…人々の暮らし，地域にある現
代社会の課題に正対し，自らの問題としてとらえ，
身近なところから取り組む。／子どもが単元ベー
スでの視野と見通しをもちながら，自覚的に追究

の見直し，ふり返りを進める。
●対話的に学ぶ　…学習問題が子どもの言葉で表
現され，幾度となく子どもたちの間で問い直され，
多様な解釈との比較・検討を重ねていく過程を尊
重する。／地域に暮らす人たちや社会で働く人た
ちに出会い，具体的な事例を調べ，社会的な見方・
考え方を働かせながら多面的に考える。
●深い学びへ　…単元を通じて問題意識を深化・
発展させながら，他者との出会いの中に交わされ
る共感や葛藤に深く学び合い，自らの考えを見直
し鍛えていく。／考えを可視化する学習技能を用
いながら知識を納得のいくかたちにつなぎ，子ど
も自らが獲得した見方・考え方，概念をさらに探
究に活かしていく。

子どもの論理と発達に即した
教科書づくり
　今後，学ぶ子どもたちの多様化がますます進む。
同時に指導・支援にあたる先生方の世代交代も進
んでいく。本教科書は学習指導要領の趣旨を十全
に踏まえながら，そうした実践現場のニーズに対
応可能な紙面構成の創意工夫がなされている。
　子ども自身が読んで活かせる探究のためのハン
ドブックとして，先生方には子どもの論理に即し
た問題解決的な学習のファシリテーション・ガイ
ドとして，最適な教科書をぜひお届けしたい。

－新版『小学社会』発刊に寄せて－　

問題解決に取り組み，
子ども自らが納得のいく社会科学習を実現する

早稲田大学教育・総合科学学術院教授

小林宏己
こばやし　ひろみ／東京学芸大学教育学部卒業，同
大学院教育学研究科修士課程修了。東京都公立小学
校，東京学芸大学附属小学校教諭，東京学芸大学助
教授，教授を経て，現在に至る。これまでに，横浜
国立大学教育人間科学部・経済学部，茨城大学教育
学部，中央大学文学部，九州大学教育学部，名古屋
大学教育学部で兼任講師。
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２（2020）年度版

「小学社会」の特色
新学習指導要領の趣旨のより確実な実現と，
社会の諸変化への対応を図るべく改訂した
「小学社会」の見本が完成しました。
その主な特色を，代表的な紙面と共にご紹介します。

特色 　
「持続可能で，人間が尊重され
る社会の創造」を基調に編集

めざすべき社会像として「持続可能な社
会」「人間が尊重される社会」を基調に編
集し，そうした社会の創造に向けて多面的
に理解し，考えることができるようにしま
した。

⇒この冊子の10ページをご覧ください。

特色 　
主体的・対話的で深い学びの
実現に活用できます

「見とおす」・「追究の過程をふり返る」など
の学習場面を，いっそう充実させました。
また，「社会的な見方・考え方」を働かせた
学習が促されるようにしました。

⇒この冊子の４-７ページをご覧ください。

特色 　
すべての子どもの学びを
しっかりと支えます

視覚や色覚，発達が多様であることを踏ま
え，ユニバーサルデザインに配慮していま
す。

⇒この冊子の11ページをご覧ください。

特色 　
公民としての資質の基礎を培い，
社会参画への意欲を高めます

社会の課題をとらえたり，その課題の解決
に向けて選択・判断したり構想したりしな
がら公民としての資質の基礎を培い，社会
参画に向けた意欲を高めることのできる教
科書です。

⇒この冊子の８-９ページをご覧ください。

教育出版　小学社会通信まなびと 2019 年春号　3



特 色

 

主体的・対話的で深い学びの
実現に活用できます

学習の展開を見とおす「モデル図」を掲載

「問い」から展開していく流れを重視

この図を手がかりにして，問題解決的な学習を，見とおしをもって
進められます。

子どもの主体的な学びを促します。
「社会的な見方・考え方」を働かせた学びが促される「問い」を例示しています。

⇒単元をとおして追究していく
「問い」（学習問題）。
ここでは「時期や時間の経過」
への着目を促します。

⇒学習問題の解決に向けた各時
間の中心的な「問い」。

各時間の「問い」がつながり，追究に一貫性が保たれます。 ⇒

社会科の
学
が く

習
し ゅ う

の進
す す

め方
つかむ

学習問題を
つくろう

予想して，
学習計画を立てよう

調べる
学習問題のかいけつに
向けて調べよう

まとめる
学習を
まとめよう

主
おも

に
「つかむ・調

しら

べる・まとめる」
の三つの場

ば

面
め ん

を，
くり返

かえ

しながら，
学習を進めていこう。

予
よ

想
そ う

して，学習計画を立てよう

• 学習問題について予想しよう。
• 予想をもとにして，調べることや 
 調べ方の見通しを立てよう。

学習問
も ん

題
だ い

をつくろう 学習問題の
かいけつに向

む

けて調べよう
問題のかいけつにつながる  
 じょうほうを集

あ つ

めよう。
• じょうほうを読み取

と

り，整理しよう。
• 予想とてらし合わせながら調べよう。
• 問題のかいけつにつながる  
 言
こ と

葉
ば

（キーワード）を見つけよう。

みんなが，それぞれぎもんに思った 
 ことや，知りたいことを整

せ い

理
り

して 
 つくろう。

？

• よりよいくらしの  
 ために，やってみたい
 ことを話し合おう。
• 地いきの課

か

題
だ い

の  
 かいけつに向けて，  
 自分にできることを 
 考えよう。

こうした「問
と

い」が，
ずっとつづいて
いくんだね。

わたしたちのまちは，どのような様
よ う

子
す

なのだろう。

• はじめにつくった学習問題をたしかめよう。
• キーワードをたしかめよう。
• わかったことを整理しよう。
• 学習問題の答えや，自分の考えを表

ひょう

現
げ ん

しよう。
• みんなで，たがいの考えを交

こ う

流
りゅう

しよう。
• 学習の進め方をふり返ろう。

学習をまとめよう

みんなで話し合って，学習問題をつくることができたかな。
予想をもとにして，学習計画を立てることができたかな。
予想とてらし合わせながら，調べることができたかな。
はじめにつくった学習問題を，かいけつすることができたかな。

学習の進め方をふり返ろう

次の学習や
くらしにつなげる

2

各学年巻頭
に特設

本文に掲載

ねらい

ねらい

こ の 時 間 の 問 い
と

市の人口は，
どのように
かわって
きたのだろう。

次 に つ な げ よ う

人口がふえると，
学校や公園などが
ひつようになるね。
次は，公

こう

共
きょう

しせつについて
調べてみよう。

たのか，

市の様子は，どのようにかわってきたのだろう。

⇒３年 p.２

市の人口は

こ のの 時時 間間 のの 問問 い
と

人口がふえると

次 にに つつ なな げげ よよ う

社会科の
学
が く

習
し ゅ う

の進
す す

め方

？

•
•

• 
• 
• 
• 

 学習の進め方をふり返ろう。

みんなで話し合って，学習問題をつくることができたかな。
予想をもとにして，学習計画を立てることができたかな。
予想とてらし合わせながら，調べることができたかな。
はじめにつくった学習問題を，かいけつすることができたかな。

学習の進め方をふり返ろう

い

調べてみよう

4　教育出版　小学社会通信まなびと 2019 年春号



「見とおす」・「追究の過程をふり返る」などの学習場面を，いっそう充実させました。
また，「社会的な見方・考え方」を働かせた学習が促されるようにしました。

学習計画を立てる場面と方法をていねいに例示

追究のふり返りの場面を設けて視点を提示

見とおしをもって進める学び方が身に付きます。

追究過程の意識化（メタ認知）が促され，学び方の改善に生かせます。

次 に つ な げ よ う

学習の見通しが立ったら，
まず，交通について
調べよう。だれに
インタビューすると
いいのかな。

・ 交通のうつりかわり
・ 土地の使われ方のうつりかわり
・人口のうつりかわり
・ 公共しせつのうつりかわり

調べること市のうつりかわり調べの学習計画

・ 鉄
てつ

道
どう

の他
ほか

に，道
どう

路
ろ

も整えられてきたと思う。
・住たく地が広がってきたのではないかな。
・市の人口が，ふえてきたのではないかな。
・学校や公園が，新しくつくられてきたと思う。

学習問題について予想したこと

・ 昔から住んでいる人に 
インタビューする。
・市の年

ねん

表
ぴょう

を調べる。
・ 写

しゃ

真
しん

や地図などを調べる。

調べ方

・ 絵カードに まとめる。
・年表に書き足す。

まとめ方 各小単元に
適宜掲載

各学年巻頭
に特設

ねらい

ねらい

⇒３年 p.143

⇒

５年 p.２

⇒

５年 p.242

市のうつりかわり調べの学習計画

・交通のうつり

調べること

・絵カードに

まとめ方

・昔から住

調べ方

他
ほか

に，道
どう

路
ろ

も整えられてきたと思う。
地が広がってきたのではないかな。
口が，ふえてきたのではないかな。
公園が，新しくつくられてきたと思う。

題について予想したこと

まとめ方

・日本の国土の位置や広がり
・日本の国土の気候や地形の特色
・ 気候や地形の特色を産業に生かしている。
きびしい自然条

じょう

件
けん

をしのぐくふうをして
いる。

学んだ
こと

社会科の学習は楽しかったかな。
学んだことをふり返り，できるようになったことを確

た し

かめよう。

5年生の学習をふり返ろう

日本の国土と
わたしたちのくらし

気候や地形に注目したよ。自然条件に特色
のある地

ち

域
い き

を比
く ら

べてぎもんを出し合ったり，
共通点を考えたりすることができたね。

● 主な見方や考え方

場所や広がりに注目した見方

比べる考え方

未来を支
さ さ

える食料生産

食料生産を支
ささ

えるさまざまな人の関わりに注目
したよ。生産に関わる人とわたしたち消費者の
両方の立場の意見をまとめて，これからの食料
生産について考えることができたね。

● 主な見方や考え方

人々の関係に注目した見方

総
そう

合
ごう

してとらえる考え方

農家や漁
りょう

師
し

の人たちは，おいしさや安全性
せい

，
新
しん

鮮
せん

さなどを大事にして，より多くの消
しょう

費
ひ

者に食料をとどけようと努力している。

学んだ
こと

242

前の学年をふり返ろう

何を
学んだかな

何ができる
ように
なったかな

どうやって
学んだかな

５年生の学習でも，みんなで
話し合って考えることが大切だよ。
働く人からも話をきいて調べたね。

５年生の学習では，都道府県から
さらに広げて，日本の国土の
位置や広がりを見ていくよ。

地
ち

域
い き

のさまざまな場所に，
防
ぼう

災
さ い

のための施
し

設
せ つ

があったね。
昔のよさを協力して守り伝える人たち，
地域のみりょくを生かすくふうを
している人たちがいたね。

昔の様子をきくと，
今と比べて変わったことに気づいたね。

資
し

料
りょう

を読んでぎもんに思ったことから，
学習問題をつくったね。
調べ方などの計画も立てたね。

自然災
さい

害
がい

に備
そな

えるまちづくり

地図を読み取る

話し合う・話をきく

わたしたちの県のまちづくり

比
くら

べて考える

学習の見通しをもつ

2

巻頭で前の学年をふり返り，巻末で１年間をふり返る。

自然災自然災
さい

害害
がい

に備に備
そな

えるまちづくりえるまちづくり わたしたちの県わたしたちの県ののま

ろう前の学年をふり返ろ

何を
学んだかな

何ができる
ように
なったかな

どうやって
学んだかな

社会科の学習は楽しかったかな。
学んだことをふり返り できるようになったことを確

た し

かめよう
社会科の学習は楽しかったかな

5年生の学習をふり返ろう
社会科の学習は楽しかったかな。

5年生の学年
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東京と白川郷では南北の
ちがいがあまりないのに，
雪の量はずいぶんちがうね。

ア イ と地図を関連づけると

イ ２月の白
しら

川
かわ

郷
ごう

ア ２月の東
とう

京
きょう

都心

特 色 主体的・対話的で深い学びの実現に活用できます

「社会的な見方・考え方」の視点や方法を例示したコーナーを特設

「社会的な見方・考え方」を働かせた学習を促す資料と提示の仕方

社会科の学習ならではの視点や方法についての意識化が図られます。

子どもから「社会的な見方・考え方」の視点や方法が，
自然なかたちで引き出されます。

関連づける

比
く ら

べる

時期や変化

これまでに使った見方や考え方を，
５年生の学習でも生かしていこう。社会科の見方や考え方

太
たい

平
へ い

洋
よ う

側と日
に

本
ほ ん

海
か い

側を比べると，
気候の様子には
どんなちがいがあるかな。

場所や広がり

くふうや関わり

総
そ う

合
ご う

する工場が海ぞいにあることと，
製
せい

品
ひ ん

を船で運んでいることには
関係があるはずだよ。

沖
おき

縄
な わ

の人たちは，どんなくふうを
して台風をしのいでいるのかな。

農業で働く人の数は，
どのように変わってきたのかな。

工業のさかんな地域は，
どのあたりに広がっているかな。

森林を守るために，
どんな人々が協力して
取り組んでいるのかな。

ニュース番組をつくる人たちが
心がけていたことをまとめると，
どういうことがいえるかな。

これまでに，日本で
大きな地

じ

震
し ん

はいつ起きたのかな。大きな

本文に掲載

ねらい

ねらい

⇒５年 p.３

こ社会科の見方や考え方

時期や変化
これまでに 日

比
く ら

べる
た い へ い よ う に

関連づける

場所や広がり

くふうや関わり
お き な わ

総
そ う

合
ご う

する

東京と白川郷 は南北

ア イ と地図を関連づけると

ち あまりな
雪の量はずいぶんちがう

は南北の
な

雪の量はず ぶ ちがう

視点や方法をていねいに示唆した
「ふきだし」

各学年巻頭
に掲載

⇒

５年 p.22
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0 300km

太平洋
たいへいよう

日本海
に ほんかい

北海道稚内市
冬は寒さがきびしい。
雨が少ない。

ほっかいどうわっかない

東京都千代田区
夏はむし暑い。
冬は晴れが多い。

とうきょう ち よ だ

長野県松本市
夏と冬の気温差が大きい。
雨が少ない。

なが の まつもと

鹿児島県奄美市
年間を通じて暑く，
雨が多い。

か ご しま あま み

香川県高松市
年間を通じてあたたかく，
雨が少ない。

か がわ たかまつ

岐阜県白川村
冬に雪が多くふる。

ぎ ふ しらかわ

ゆうまさんたちは，これまで学んできた国内の食料生

産のさまざまな取り組みをふり返り，日本の食料生産の

発展に向けてできることを「生産に関わる人」の立場と

「わたしたち消
しょう

費
ひ

者
しゃ

」の立場から考え，話し合うことにし

ました。

学習問題を確
た し

かめよう。 

問題の解
か い

決
け つ

に向けて，それぞれの立場から考えよう。

国内の食料生産を発
は っ

展
て ん

させていくためには，
どうしていけばよいのだろう。

・食料自
じ

給
きゅう

率
りつ

・地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

生産した食料を使った
料理や加工品を，
地元の直売所で
売り出して，
たくさんの人に
食べてもらおう。

地元の直売所を
もっと利用して，
国産の食料の消費量を
増
ふ

やすことに
つなげよう。

周りの農家や
大きな会社と協力して，
大
だい

規
き

模
ぼ

な生産を進め，
安全な野菜を
安くとどけよう。

生産している場所や
人の情

じょう

報
ほ う

を確
た し

かめながら，
できるだけ安く，
安心して食べられる
国産の食料を買おう。

「生産に関わる人」の立場 「わたしたち消費者」の立場

別の立場で考え，話し合う

① 「生産に関わる人」の立
場から考えるグループと，
「わたしたち消費者」の
立場から考えるグループ
に分かれる。

②学習を通してわかったこ　
　と，使った資料をもとに，
　グループの中で考える。
③ 別の立場のグループとメ
ンバーを半分入れかえ，
それぞれのグループで出
た意見を交流する。

114

5

大規模な生産
広い土地・機械
＝費用↓ 値

ね

段
だん

↓ 消費↑

生産に関わる人たちの立場，消費者の立場の意見を交

流すると，それぞれの立場の意見をつなげて考えること

も大切だと気づきました。ゆうまさんたちは，交流した

考えを総
そう

合
ごう

して，グループごとに意見を発表しました。

最後に，食料生産の学習をふり返って考えたことを書き表そう。

短く表した言葉をつないで，意見を発表しよう。
国産の食料の生産や消費を増やすために，どのようなことをすればよいだろう。

ゆうまさんたちの発表の
２まいめについて質

しつ

問
も ん

です。
広い土地がない場所では，
大規模な生産はできるのですか。

ぼくたちのグループでは，
「大規模な生産を
進めること」が大切だと
考えました。

なぜなら，広い土地で
効
こう

率
り つ

よく機械を使えば，
費用をおさえられる
からです。

今の質問で，大規模な生産だけで
なく，その地

ち

域
い き

に合った方法を
考えることも大切だと思いました。
たとえば，機械を共同で使って
費用を下げることも考えられます。

学習を通して，
自分の見方や考え方が
どう変わったか，
書きとめておこう。

食料生産の発展について考えたこと

ぼくは，食料生産の学習をする前は，食料が国産か外国産か，

気にしていませんでした。でも，食料生産の学習を通して，国産

の食料をすすんで食べていきたいと思うようになりました。そう

することで，

ゆうまさんのノート
見方や考え方をふり返る

費用が
下がれば，
作物の値段も
安くできます。

値段が安くなれば，
国産の食料を
選ぶ人がさらに
増えると思います。

115

具体的で活用しやすい，小単元を「まとめる」コーナー
学習の再構成をとおした定着と，深い理解・思考が促されます。ねらい 各小単元の

末尾に掲載

食料自
じ

給
きゅう

率
りつ

地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

国内の食料生産を発
は っ

展
て ん

させていくためには，
どうしていけばよいのだろう。

学習問題を確
た し

かめよう。

問題の解
か い

決
け つ

に向けて，それぞれの立場から考えよう。

最後に，食料生産の学習をふり返って考えたことを書き表そう。

学習を通して，
自分の見方や考え方が
どう変わったか，
書きとめておこう。

見方や考え方をふり返る見方や考え方をふり返る

考えを総合して，グ プ とに意見を発表しました。

国産の食料の生産や消費を増やすために どのようなことをすれ

短く表した言葉をつないで，意見を発表しよう。

生産
料理
地元
売
た
食べ

②

③

11

別

①

・・
・

「わたしたち消費者」の
立場から考えるグループ

国国

食料生産の発展について考え

ぼくは 食料生産の学習をする

15

小単元の学習問題とキーワー
ドを再掲。学習の整理と追究
結果の確認に役立ちます。

小単元をまとめる学習の方法
や進め方が具体的。すぐに活
用できます。

多様に例示された対話的な学
習。深い思考・理解が促され
ます。

⇒５年p.114-115

産

追究の過程をふり返ることを
示唆。
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特 色

 

公民としての資質の基礎を培い，
社会参画への意欲を高めます

実際に取り組みやすい「選択・判断」「構想」の活動を例示
学んだ事実を根拠にして，自分なりの考えを表現し合う「選択・判断」や「構想」の
学習場面では，学習のねらいにそくした，発達段階において無理がなく，実際に取り
組みやすい例を多様に紹介しています。

市の変化の様子についての学習を
踏まえて，これからの市の発展に
向けた自分なりの考えを文章で表
現します。

 ⇒３年 p.155

自然災害に備えた取り組みについ
ての学習を踏まえて，自分が特に
大切だと考えることを選択・判断
し，標語にして発表します。

 ⇒４年p.99

ねらい

ゆうまさんたちは，これから市が取り組もうとし

ていることについて調
し ら

べ，市がどのようにかわって

いくのがよいか，みんなで話し合ってみました。

これからの横浜市に大事だと思うこと
これから市の人口がへっていくそうだ。その中でも，

赤ちゃんやお年寄り，しょうがいのある人や外国の人な

どの他
ほか

に，どんな人の生活も大切にする市がいいと思う。

なぜなら，家の近くに公共しせつや店がない人や，電車

やバスが通っていない人がいるからだ。人口がへると，

公共しせつや交通がどうなるのか，みんなのくらしがど

うかわるのか，これからも考えてみたい。

ゆうまさんのノート

わたしは，お年
とし

寄
よ

りや
しょうがいのある人などに，
べんりなしせつがふえると
うれしいな。

さくらさんの考えに，
さんせいです。
一つつけ足すと，
外国の人がもっとふえて，
交
こう

流
りゅう

できるといいと思う。
これからが楽しみね。

ぼくは，かんきょうによい
電車やバスが使

つか

われるように
なってほしいな。
地いきの自

し

然
ぜ ん

やかんきょうを
守
まも

ることが大
だい

事
じ

だよ。

みんなで考えた，
これからの市のすがたを，
年表の右はしに
書き足してみよう。

155

地震や津波が起こる前，
起こった時，
起こったあとによって，
取り組みにはちがいが
あったよ。調べた
それぞれの取り組みは，
どんな時に必要に
なるのかも
考えてみようよ。

わたしは，ひなん訓
くん

練
れ ん

で
高校生が津波の役になって，
地域の人を追いかけるという
取り組みが大切だと思いました。
そのわけは…

ぼくは， 地震にそなえて
自分の家でも7日分の食料や
水を準備しておくことが
大切だと思いました。
なぜなら…。

をノートに書きました。

「調べてきた取り組みを，これからの自分の

生活にも生かしたいな。」

そこで，学習したことの中から，大切だと思った

ことや，やってみたいと思った取り組みを選
え ら

び，そ

れをもとに標
ひょう

語
ご

をつくって発表しました。

ア ゆうまさんが
つくった標語

イ あおいさんが
つくった標語

思ったより
津波は早く
やって来る

そなえよう
水と食料
一週間

　地震や津波へのそなえとして，
大切だと思ったことや，やってみ
たいと思った取り組みを学習した
ことの中から選び，それを標語に
表して発表しよう。また，選んだ
理由も説

せつ

明
めい

しよう。

選
せ ん

択
た く

判
は ん

断
だ ん

・

99

10
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社会の課題をとらえたり，その課題の解決に向けて選択・判断したり構想したりし
ながら公民的資質を培い，社会参画に向けた意欲を高めることのできる教科書です。

これからの工業の発展につ
いて，思考ツール（ここで
はダイヤモンド・ランキン
グ）も活用しながら考えを
まとめます。

 ⇒５年 p.167

国際協力と日本の役割についての学習を踏まえ
て，「持続可能な開発目標」の中から自分がこ
れから実行したいことを選択・判断し，交流し
ます。

 ⇒６年p.271

○「選択・判断」場面
　 のマーク　

この教科書では，学習指導要領に示された「選
択・判断」を具体化した学習場面に，マークを
付しています。

「高い技術力で最先端の製品をつくり出して
いる」を一番上にしたのは，自分たち消

しょう

費
ひ

者
し ゃ

に
とっては，生活を便利にする製品がたくさん
出てほしいからです。そういう製品を国内で
生産できれば，工場数も増えると思います。

順位づけをして，それぞれの考えを説明しよう。

ぼくは「昔からの伝統技術を
生かしている」を一番上にします。
日本でつくっている伝統のものを
外国の人も求めると思うので，
海外に生産を移

うつ

さず，国内での
生産を続けていけるのでは
ないでしょうか。

「工業製品を買って使う側の
立場で考えると」というように，
どの立場で考えたか
はっきりさせて説明すると
わかりやすいですよ。

あおいさんの例

最
も

大
切
だ
と
思
う

か
な
り

大
切
だ
と
思
う

大
切
だ
と
思
う

昔からの伝
でん

統
とう

技術を
生かしている

高い技
ぎ

術
じゅつ

力で
最
さい

先
せん

端
たん

の製
せい

品
ひん

を
つくり出している

機械工業を中心に，
重化学工業の生産を
大量にしている

それぞれに得
とく

意
い

な
技術をもった中小工場に
支
ささ

えられている

みんなで
考えていこう。

万人

万工場

05 10 2014年

1980
（昭和55）

しょう わ

（平成26）
へいせい

90 95
85

2000

工場で働く人の数

0

200

400

600

800

1000

1200

0

20

40

60

80

100

120

工
場
数

（経済産業省）
ざいけい

①貧
ひん

困
こん

をなくそう 地球上のあらゆるかたちの貧困をなくそう。

②飢
き

餓
が

をゼロに
飢
う

えをなくし，だれもが栄養のある食料を十分に手に入れられるよう，
地球の環境を守り続けながら農業を進めよう。

③すべての人に健康と福
ふく

祉
し

を だれもが健康で幸せな生活を送れるようにしよう。

④質の高い教育をみんなに
だれもが公平に，よい教育を受けられるように，
また一生にわたって学習できる機会を広めよう。

⑤ジェンダー平等を実現しよう 男女平等を実現し，すべての女性と女の子の能力をのばし可能性を広げよう。

⑥安全な水とトイレを世界中に
だれもが安全な水とトイレを利用できるようにし，
自分たちでずっと管理していけるようにしよう。

⑦エネルギーをみんなに
そしてクリーンに

すべての人が，安くて安全で現代的なエネルギーをずっと利用できるようにしよう。

⑧働きがいも経
けい

済
ざい

成長も
みんなの生活をよくする安定した経済成長を進め，
だれもが人間らしく生産的な仕事ができる社会をつくろう（2025年までに，
子どもの兵士をふくめた，働かなければならない子どもをなくそう）。

⑨産業と技術革
かく

新
しん

の
基
き

盤
ばん

をつくろう
災害に強い社会基盤を整え，新しい技術を開発し，
みんなに役立つ安定した産業化を進めよう。

⑩人や国の不平等をなくそう 世界中から不平等を減らそう。

⑪住み続けられるまちづくりを だれもがずっと安全に暮
く

らせて，災害にも強いまちをつくろう。

⑫つくる責任・つかう責任 生産者も消費者も，地球の環境と人々の健康を守れるよう，責任ある行動をとろう。

⑬気候変動に具体的な対策を 気候変動から地球を守るために，今すぐ行動を起こそう。

⑭海の豊かさを守ろう 海の資
し

源
げん

を守り，大切に使おう。

⑮陸の豊かさも守ろう 陸の豊かさを守り，砂
さ

漠
ばく

化を防いで，多様な生物が生きられるように大切に使おう。

⑯平和と公正をすべての人に 平和でだれもが受け入れられ，すべての人が法や制度で守られる社会をつくろう。

⑰パートナーシップで
目標を達成しよう

世界のすべての人がみんなで協力しあい、これらの目標を達成しよう。

ゆうまさんたちは，国際連合の「持続可能な開発目標」（教科書265ページ）に示さ

れた17項
こう

目
もく

の目標を調べました。その目標の中から，自分がこれから実行したい

と思うことを選んで発表しました。　

世界の人々とともに生きていくうえで，自分が実行したいと
思うことを選び，選んだ理由とともに発表しよう。

ウ「持続可能な開発目標」に示された17項目の目標
（日本ユニセフ協会）

選
せ ん

択
た く

判
は ん

断
だ ん

・

※ジェンダー…社会的にかたちづくられた性差のこと。
※パートナーシップ…協力関係を結ぶこと。

271

選
せ ん

択
た く

･判
は ん

断
だ ん 実行したい

選
せ ん

択
た く

判
は ん

断
だ ん

・

は，学習指導要領に示された「選
具体化した学習場面に，マークを

と思うことを選んで発表しました。　

世界の人々とともに生きていくうえで，自分が実行したいと
思うことを選び，選んだ理由とともに発表しよう。

選択･判断 選択
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特 色

 

「持続可能で，人間が尊重される社会の
創造」を基調に編集

「持続可能な社会」について理解を深め，考える
将来の世代のことにも配慮しながら，地球規模で考え，地域から
行動していこうとする社会の一員としての資質や力の基礎を培います。

地域環境を守り続
けていくための北
九州市や人々の取
り組みから考えま
す。

 ⇒５年 p.236-237

ねらい

人権の尊重・人類の平和的発展について理解を深め，考える
多様な人々が共に生きる社会と，その平和的な発展をめざす努力への理解をとおして，
子どもが自身と社会の関わりについて考えを深めていくことを促します。

平和な社会の創造に向けて
行動する姿から考える教材。

 ⇒６年 p.268-269

北九州市に

くらす人たちは，身のまわりの環境を守るために，木を

植えて緑を増
ふ

やしたり，川や海のごみを拾ったりするな

ど，それぞれが協力できることに取り組んでいます。ま

た，市内では，さまざまな環境保
ほ

全
ぜん

の取り組みをしょう

かいし合う場も設
もう

けられています。

きれいな環
か ん

境
きょう

を，次の世代のために

ア 曽
そ

根
ね

干
ひ

潟
がた

クリーン作戦 イ ほたるのふるさとづくり

ウ「北九州エコライフステージ」に集まる人
たち　市民や市内の学校，会社などが，それぞ
れの環境保全の取り組みをしょうかいし，交流
するイベントを毎年開いています。

ここに参加すると，とても多くの市民が環境問題
に関わっていることがわかります。環境問題に力を
入れている市の支

ささ

えもあって，取り組みがこれだけ
さかんなのだと思います。それに，住民が立ち上
がってのりこえた公害の歴

れき

史
し

を知っているので，「環
境は自分たちで守らないといけない」という意

い

識
しき

を
もつ人も多いのかもしれません。
自分の子どもや孫たちがよい環境の中で住み続け
られるように，できることをしていきたいですね。

環境イベントの参加者の話

毎年，地
ち

域
い き

の人たちと協力して
干潟に落ちているごみを拾っています。
干潟にはたくさんの生き物がやってくるので
きれいな環境をずっと保

たも

っていきたいです。

市内の各地で，ほたるの放流や川辺の整
せい

備
び

が
行われています。身近にある自然を見直し，
ほたるがすめるきれいな水辺を保つために，
わたしたちも協力していきたいです。

北
きた

九
きゅう

州
しゅう

市にくらす人々は，
環境を守り続けていくために，
どのような
取り組みをして
いるのだろう。

こ の 時 間 の 問 い

236

5

肥
ひ

料
りょう

になる 土

海

湖・川

大気

植物

二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

酸
さん

素
そ

わたしたちのくらしは，身のまわりの自然環境と結び

ついており，切りはなせないものです。豊
ゆた

かな自然環境

は，人間のくらしに欠かすことのできない，さまざまな

資
し

源
げん

を生み出しています。

しかし，便利で快
かい

適
てき

なくらしを求めるあまり，人間が

自然をふみにじったり，自然のしくみをゆがめたりする

と，人間と自然との結びつきが損
そこ

なわれます。今生きて

いる自分たちだけでなく，次の世代の生命や安全を守っ

ていくためにも，わたしたち人間が自然の一部だという

意識をもち，毎日のくらしや産業を見つめ直していくこ

とが大切です。

北九州市の人々がどのように
公害をのりこえて，
環境を守ってきたのか，
関係を整理しよう。

次 に つ な げ よ う

エ 自然環境とわたしたちのくらしとの結びつき

安心してくらし続けるために，
そして国内の産業を続ける
ためにも，環境を大切に
守っていかないといけないね。

① エの中にある自然環境
（空気，川，土など）のう
ち一つを選び，それがよ
ごされたりなくなったり
すると，人間のくらしや
産業にどのようなえい
きょうがあるか考える。

② 選んだ自然環境をけがす
おそれのある人間の行動
を考える。

自然との結びつきを
関係図から読み取る

水
すい

蒸
じょう

気
き

237

5

10

地球上には，自然災害や，政治や宗
しゅう

教
きょう

の対立による紛
ふん

争
そう

，人口の増加や災害による食料・資
し

源
げん

の不足，人
じん

権
けん

の

抑
よく

圧
あつ

や差別などによって，困
こん

難
なん

な状況におかれている

人々が大勢います。

このような人々を支
し

援
えん

し，世界全体で問題を解決して

いくために，各国の政府や民間の人々の協力によるさま

ざまな活動が行われています。また，おたがいの国の発
はっ

展
てん

や人々の暮
く

らしの向上のために，経験や技術を交流し

合う機会も増えています。

だれもが，「よりよく生きたい」という願いをもってい

ます。おたがいの権
けん

利
り

を尊
そん

重
ちょう

し，将
しょう

来
らい

の世代のことも考

えながら，助け合っていく国際社会の一員として，わた

したちも積極的に参加していきましょう。

2012年，パキスタンで暮らす15才（当時）のマララ=ユスフザ
イさんは，スクールバスの中で銃

じゅう

で撃
う

たれました。襲
おそ

われた理由
は，「女子児童にも教育を」とうったえたためでした。パキスタン
では，女子への教育を認

みと

めず，学校を破
は

壊
かい

する動きがありました。
一命を取りとめたマララさんは，「ペンや教科書はうばえても，
考える力をうばうことはできない」という信念をつらぬいて，「教
育の機会こそ，世界中の子どもたちに平等にもたらされるべき
だ」と国連の本部でもうったえました。
マララさんは，2014年にノーベル平和賞を受賞しました。

●女子にも教育を－マララ=ユスフザイさんのうったえ
イ

ア ノーベル平和賞の授賞式での
マララ=ユスフザイさん

ウ マララさんへの襲
しゅう

撃
げき

に
抗
こう

議
ぎ

する人々（パキスタン）

地球規
き

模
ぼ

の課題や，
その解決に向けた
国際的な取り組みについて，
調べてきたことをまとめよう。

次 に つ な げ よ う

これまで社会科で
学んできたことを
もとに，わたしたちは
社会とどのように関わって
いけばよいのかを考えて
みんなで伝え合いたいな。

だれもが安心して生き生きと
暮らすことのできる社会に
するためには，
平和であることが
とても大切だね。

だれもがよりよく
生きていける社会を
目ざすために
“どうすればよいのか”
を考え続けていこうよ。

268

5

10

●子どもたちの誓
ち か

い－広島から世界へ向けて　
エ

オ 代表して「平和への誓い」
を読みあげる小学校６年生の
二人（2017年）　
「平和への誓い」は，1995年以

い

降
こう

も毎年，平和記念式典で世界
に向けて発信されています。

広
ひ ろ

島
し ま

市では，毎年８月６日に，平
へい

和
わ

記
き

念
ね ん

式
し き

典
て ん

が行われます。原
げん

子
し

爆
ば く

弾
だ ん

でなく
なった人々の安らかな眠

ねむ

りと平和な世界
の実現を願い，遺

い

族
ぞ く

のほか多くの人々が
式典に参加します。
1995（平

へ い

成
せ い

７）年の平和記念式典では，
初めて子どもの代表が「平和への誓

ちか

い」
を読みあげました。これは，広島市で行
われた「こども平和のつどい」で，世界か

ら集まった約200人の小学生たちが話
し合ったことを，平和への決意として代
表者の子どもが読みあげたものです。

平和への誓い
広島に原子爆弾が投下されて五十年，その大きな節目の
年に，私たちは，世界の都市から，この被

ひ

爆
ばく

した街，広島
で開かれている「こども平和のつどい」に参加し，多くのこ
とを学びました。

あの日，一
いっ

瞬
しゅん

にして亡
な

くなった人たち，救いを求め，苦
しみながら亡くなった人たち。その姿を思うと，核

かく

兵
へい

器
き

や
戦争の恐ろしさ，残

ざん

酷
こく

さに，二度と広島の悲
ひ

劇
げき

を繰
く

り返し
てはならないという気持ちが強く胸

むね

にせまってきました。

現在，地球上のある地
ち

域
いき

では，戦争や飢
き

餓
が

などのために，
たくさんの人たちが亡くなったり，傷

きず

ついたりしています。
また，地球環

かん

境
きょう

の破壊による被害もたくさん出ています。

私たちは，世界のすべての人たちが平和で安心して暮ら
せるよう今何をしなければならないか，また何ができるか
について考えてきました。

その中で，平和を築くためには，身近な友達への思いや
りや優

やさ

しさを持つことが大切であり，さらに世界の人たち
と仲良くし，もっと力を合わせていかなければならないこ
とを学びました。

そのため，言葉や考え方の違
ちが

いをこえ，お互
たが

いの立場を
理解し合い，尊重し合うことの大切さについて気づくこと
ができました。

無限に広がる宇
う

宙
ちゅう

。その中に美しく青く光り輝
かがや

く私た
ちの地球。このかけがえのない地球の未来のために，私た
ちは「こども平和のつどい」で知り合ったすばらしい仲間
とともに，広島で学んだことを語り継

つ

ぎ，新たな地球平和
をめざして努力していくことを誓います。

 1995（平
へい

成
せい

７）年８月６日

269

ねらい
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（2016年　財務省）
ざい む

その他36.1

０ 20 40 60 80 100％

貿易額
136兆円

15.0% 12.1 11.2 7.9 6.3

名古屋港
な ご や

関西国際空港
かんさい

東京港
とうきょう

成田国際空港
なり た

ぼうえきがく

こくさい

横浜港
よこはま 神戸港5.9

こう べ

大阪港5.5
おおさか

ク 港別にみた貿易額
がく

水銀の産出地
すずの産出地
銅の産出地

国分寺が置か
れた場所

金の産出地0 200km

特 色

 

すべての子どもの学びを
しっかりと支えます

より見やすい「ユニバーサルデザインフォント」を使用

本文には，ロービジョン（弱視）や，あるタイプの学習障害の子どもにも読みやすい「ＵＤデジタル
教科書体」を使用しました。本文以外でも，用途に応じた各種のユニバーサルデザインフォントを使
用しています。

⇒

５年 p.149

色覚の個人差に配慮したカラーユニバーサルデザインに基づく配色

こ の 時 間 の 問 い
と

ア 市役所の人にインタビューする

あおいさんたちは，

市役所に行き，市内の場
ば

所
し ょ

のちがいについて，係
かかり

の

人に話をきいたり，しりょうを調べたりしました。

市のおおまかな土地の
使
つか

われ方は，
どのようになって
いるのだろう。

市役所をたずねよう。

市の土地の
使われ方について，
話をきいて調べよう。

市の土地の使われ方から
わかることをまとめよう。

市
し

役
や く

所
し ょ

へ行って調
し ら

べよう

土地の使われ方を表
あらわ

した地図を見てくだ
さい。横

よこ

浜
はま

市には，住
じゅう

たくの多い所
ところ

，工場
の多い所，店の多い所，緑

みどり

の多い所，田や
畑
はたけ

などがあります。市役所や駅
えき

のまわりには，店や会
社などの，大きなたてものが集

あつ

まっています。大きな
工場は，海に面

めん

した所に集まっています。市の西や南
の方には，緑の多い所，田や畑が多くみられます。そ
の他

ほか

に，人々がくらす，住たく地が広がっています。

市役所の木
こ

場
ば

さんの話

24

次 に つ な げ よ う

境
川

0

緑の多い所
みどり

工場の多い所
店の多い所

住宅の多い所
ところじゅうたく

田
畑
はたけ

鉄道（JR） 道路
どう ろ

その他
た

てつどう

その他の鉄道
地下を走る鉄道

ジェイアール

イ

「市の東と西では，土地の使われ方にちがい

があることがわかるのね。」

「それぞれの場所がどんな様子なのか，もっ

とくわしく調べてみよう。」

「市の様子を調べるために，さんこうになる

しりょうを集
あ つ

めようよ。」

市全
ぜん

体
たい

の土地の
使われ方が
わかったね。
それぞれの場所について
くわしく調べていこう。
まずは，市役所のまわりだね。

市役所
市に住

す

む人が，かいてきにくらす
ために，さまざまな仕

し

事
ごと

をする所。

地図から土地の広がりを
たしかめる

① 木
こ

場
ば

さんの話を読んで，
地図の上でたしかめる。
② はんれいを一つずつ見
て，その広がりを見る。
③ 広がりを言

こと

葉
ば

に表
あらわ

す。
たとえば，「店の多い所
は，市の東の方に広
がっている」，「工場の
多い所は，海ぞいに広
がっている」など。

25

5

色だけでなく形からも区別する
ことができるようにしています。

 

⇒

６年 p.97

⇒３年 p.24-25

全体として色づかいを意図して抑えた落ちついた
デザインにしています。

水
すず
銅

国
れた

金km

水
す
銅

国
れ

金m

水
す
銅

国
れ

金m

「市 東 では 土地 使われ方にちが

市役所
市に住

す

む人が，かいてきにくらす
ために さまざまな仕

し

事
ごと

をする所

地図から土地の広がりを
たしかめる

①木
こ

場
ば

さんの話を読んで，
地図の上でたしかめる。

②はんれいを一つずつ見
て，その広がりを見る。

③広がりを言
こと

葉
ば

に表
あらわ

す。
たとえば，「店の多い所
は，市の東の方に広
がっている」，「工場の
多い所は，海ぞいに広
がっている」など。

境
川

0

緑の多い所
みどり

工場の多い所
店の多い所

住宅の多い所
ところじゅうたく

田
畑
はたけ

鉄道（JR） 道路
どう ろ

その他
た

てつどう

その他の鉄道
地下を走る鉄道

ジェイアール

イイ

ね。

所。

5

す
所。

色覚の個人差を問わず，より多く
の人に見やすい配色にしています。
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市役所での聞き取り活動を効果的に
位置づける～体験的な活動の重視～

新学習指導要領の社会第３学年内容（１）イ（ア）
では，「市役所など主な公共施設の場所と働き」
と記され，公共施設の具体例として市役所が明記
されました。３年生の児童にとって，市役所はか
ならずしも身近な施設とはいえません。しかし，
市役所を中心的な教材として位置づけることで，
より「主体的・対話的で深い学び」に近づけるこ
とができると考えます。
３年生の第１単元では，身近な地域や市区町村

の様子について，市の位置，地形，土地利用，交
通の広がり，公共施設の場所と働き，古くから残
る建造物の分布などに着目して問題解決を図って
いきます。身近な地域については観察・調査の活
動が可能ですが，市区町村については地図などの
資料の読み取りが中心となります。ただし，３年
生になったばかりの児童にとって，地図の読み取
りは容易なことではありません。具体的な事象を
取り上げたり，人物にインタビューしたりするな
ど，より直接的・体験的な活動を重視することが
大切です。そこで，重要になるのが市役所で働く
人の存在です。市役所を訪ね，市役所の人にイン
タビューする活動を取り入れることで，児童の追
究意欲は高まります。体験的な調査活動を通じて，
市役所の機能にかかわる理解も深まります。市役
所は市の中心ですから，そのまわりにはさまざま
な公共施設が集まっていたり，交通基盤が位置づ
いていたりします。市役所のまわりを調べること
で，問題解決に通ずることも増えることでしょう。
教科書の大単元「わたしたちのまちと市」は，

第１小単元で「まちの様子」について，地区セン
ターの職員など地域の人とふれ合いながら探検活

1

動をし，地域の特徴についてとらえるようにして
います。そして，第２小単元で「市の様子」につ
いて，学習問題「市の様子は，場所によって，ど
のようにちがうのだろう。」を解決するために，
市役所の職員への聞き取り活動を中心に学習展開
を構成しました。市役所やそのまわりを調べたり，
市役所の職員に聞いたりして，市の様子について
意欲的に調べたり考えたりできることを想定して
います。
具体的な指導にあたっては，市役所の方に学校
へ来てもらったり，手紙やメールなどで双方向的
にインタビューを重ねたり，必要に応じて関係す
る施設を訪ねたりすることも考えられます。そう
することで，学習内容の理解だけでなく，主体的
に学ぼうとする態度や働く人への愛情も高まるも
のと思われます。

地域教材の選定を重視する
～教科書と地域副読本の併用に向けて～

第３学年では，学習対象を身近な地域や市区町
村としていることから，地域の副読本を作成して
いるところが多いと思われます。その場合，転移
可能な学習方法を教科書から，具体的な学習内容
を副読本から学ぶケースが多いのではないでしょ
うか。学習方法の視点に立った場合，児童が教科
書紙面にある「学びのてびき」や，巻末ページ
「わくわく！　社会科ガイド」から学べるように
全体の構成をくふうしています。また，教師が教
材研究として教科書を事前に読み，学習展開の構
想を立てる際にも参考にすることができます。授
業づくりの中で，教科書と副読本を相互補完的に
活用してほしいところです。
新学習指導要領の社会第３学年内容（４）では，

「市の様子の移り変わり」について，交通や公共
施設，土地利用や人口，生活の道具などの時期に
よる違いに着目して，問題解決を図っていきます。
現行学習指導要領における「昔の道具」の内容が
第３学年に，「文化財や年中行事」の内容が第４
学年にそれぞれ位置づけられたことから，実質的

2

紙面紹介　３年

こうして実践，３年生の指導

東京都青梅市立第五小学校校長　中
なか

嶋
じま

　太
ふとし
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に新設単元の設定といえる学習内容の大きな変更
となり，多くの自治体で副読本づくりに苦慮され
ることが想像されます。そこで重要になるのが年
表づくりです。新学習指導要領にも「年表などに
まとめること」と明記されています。
教科書の第４大単元「わたしたちの市の歩み」

では，単元の「まとめる」場面で年表をつくる活
動を位置づけています。年表の横軸にはおおまか
な時期・時代を，縦軸には「交通」「土地の使わ
れ方」「人口」「公共施設」などの調べる視点を位
置づけ，表の枠内に歴史的な事象を配置していま
す。これは，学習の成果として，児童がそれまで
調べてきたことを貼り付けたものです。この後，
この年表を見ながら，「交通」「土地の使われ方」「人
口」「公共施設」などが，時間とともに相互に関
連して変化してきたことを押さえます。
この年表づくりは，副読本を作成するときに，

市の特徴を理解するうえで重要な指針にもなりま
す。それは，作成した年表が，市の移り変わりを
物語る特徴的・魅力的な教材を選定するうえで役
立つためです。わたしたち教師が陥りやすい課題
として，内容の網羅的な教授があります。特に，

初めて歴史を学ぶ３年生の児童にとっては，十分
な配慮が必要です。２年生の生活科で自分の成長
についてふり返りますが，10年以上の歴史につ
いては初めての経験です。新学習指導要領の『解
説』では，「市の様子が大きく変わった幾つかの
時期に着目して」とあります。それぞれの視点の
中で，市の様子が大きく変わった特徴的・魅力的
な教材を焦点化して，教材を選定することが求め
られます。
教科書・副読本の効果的な併用を進めるととも
に，教材を絞り込み充実した学習活動を展開でき
るようにすることで，児童の学びが主体的・対話
的で深い学びとなることを願っています。

こ の 時 間 の 問 い
と

ア 市役所の人にインタビューする

あおいさんたちは，

市役所に行き，市内の場
ば

所
し ょ

のちがいについて，係
かかり

の

人に話をきいたり，しりょうを調べたりしました。

市のおおまかな土地の
使
つか

われ方は，
どのようになって
いるのだろう。

市役所をたずねよう。

市の土地の
使われ方について，
話をきいて調べよう。

市の土地の使われ方から
わかることをまとめよう。

市
し

役
や く

所
し ょ

へ行って調
し ら

べよう

土地の使われ方を表
あらわ

した地図を見てくだ
さい。横

よこ

浜
はま

市には，住
じゅう

たくの多い所
ところ

，工場
の多い所，店の多い所，緑

みどり

の多い所，田や
畑
はたけ

などがあります。市役所や駅
えき

のまわりには，店や会
社などの，大きなたてものが集

あつ

まっています。大きな
工場は，海に面

めん

した所に集まっています。市の西や南
の方には，緑の多い所，田や畑が多くみられます。そ
の他

ほか

に，人々がくらす，住たく地が広がっています。

市役所の木
こ

場
ば

さんの話

24

次 に つ な げ よ う

横浜駅
よこはまえき

市役所
し やくしょ

東京湾
とうきょうわん

鶴見川
つる み がわ

柏
尾
川

か
し
お
が
わ

境
川
さ
か
い
が
わ

わたしたちの学校わたしたちの学校

0 4km

緑の多い所
みどり

工場の多い所
店の多い所

住宅の多い所
ところじゅうたく

田
畑
はたけ

鉄道（JR） 道路
どう ろ

その他
た

てつどう

その他の鉄道
地下を走る鉄道

ジェイアール

イ 市役所の人に見せてもらった土地の使われ方の地図

「市の東と西では，土地の使われ方にちがい

があることがわかるのね。」

「それぞれの場所がどんな様子なのか，もっ

とくわしく調べてみよう。」

「市の様子を調べるために，さんこうになる

しりょうを集
あ つ

めようよ。」

市全
ぜん

体
たい

の土地の
使われ方が
わかったね。
それぞれの場所について
くわしく調べていこう。
まずは，市役所のまわりだね。

市役所
市に住

す

む人が，かいてきにくらす
ために，さまざまな仕

し

事
ごと

をする所。

地図から土地の広がりを
たしかめる

① 木
こ

場
ば

さんの話を読んで，
地図の上でたしかめる。

② はんれいを一つずつ見
て，その広がりを見る。

③ 広がりを言
こと

葉
ば

に表
あらわ

す。
たとえば，「店の多い所
は，市の東の方に広
がっている」，「工場の
多い所は，海ぞいに広
がっている」など。

25

5

▲『小学社会３』24～25ページ
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４年生では一つの単元を取り上げ，その展開に
即して特色を紹介しながら，学習指導要領を踏ま
えた授業を教科書の活用によってどのように実現
するのかを説明します。　
今回の学習指導要領改訂では，「防災教育，海

洋や国土教育の改善・充実」を図るとして，これ
まで３・４年生で学習するとされていた「地域社
会における災害及び事故の防止」が，３年生の
「地域の安全を守る働き」と，４年生の「自然災
害から人々を守る活動」にわけて位置づけられま
した。４年生の自然災害学習では，従来の風水害
や地震に，津波，火山，雪による災害が新たに加
えられ，時間的な見方（歴史的な見方）を働かせ
る，関係機関に自衛隊を加えるといった変更があ
りました。そのためここでは，改めて４年生に位
置づけられた自然災害の単元を事例として，教科
書を活用した授業づくりを紹介したいと思います。

単元「自然災害にそなえるまちづくり」
の学習展開

教科書では，今，発生が危惧されている地震災
害を津波災害と関連づけて取り上げ，全国的に起
こり得る水害とともに中心的な事例としました。
単元の導入部分では，地震や噴火，大雪，洪水の
写真により日本で想定される多様な自然災害の実
際と，その原因や特徴に気づかせることから，自
分たちの地域で起こる自然災害に注目させるよう
になっています。主体的な学習の原点は「課題の
把握」であるため，問題解決的学習による教科書
づくりの蓄積を生かし，地域を問わず子どもたち
が無理なく自地域の自然災害を想起し，主体的に
学習問題を設定できる紙面構成をくふうしました。
教科書では，自地域の地震と洪水に関心をもっ

た子どもたちが，地域にある防災設備や個々の経

1

験から疑問を出し合い，学級の学習問題にまとめ
ていく過程がわかるようになっているので，これ
を授業展開の参考にすることができます。一人ひ
とりが学習問題をより明確に把握するためには，
その回答を予想したり，何をどのように調べるか
といった学習計画を立てたりすることが大切であ
ることから，その参考例も提示されています。
学習問題の設定後，市役所での調査で地域防災
計画にもとづく市や県，消防・警察・自衛隊，住
民・企業などの連携，災害に関する情報の速やか
な伝達と広報パンフレット・ハザードマップなど
による日常的な防災の働きかけを学習したうえ
で，緊急時の避難方法について話し合い，安全施
設を調べる学習を進めていきます。さらに地域防
災センターでは過去に起きた地震と予想される地
震に注目させ，身近な地域では防災倉庫や防災訓
練の様子，個人の災害への備えを調べて，防災に
対する多角的な理解を図っていきます。また，高
校生による地域の防災への取り組みや，東日本大
震災で多くの子どもを救った訓練と状況に応じた
判断の大切さを紹介した事例から，私たちは安全
のために何ができるかを考えることも重要です。
この一連の学習過程では，第４学年の目標（１）
に示された「人々の生活との関連を踏まえて理解
するとともに，調査活動，地図帳や各種の具体的
資料を通して，必要な情報を調べまとめる技能を
身に付ける」ために，市役所・防災関連の施設・
自治会・住民の調査，地図等の資料活用をどのよ
うに行えばよいのかを具体例でわかりやすく示し
ています。また，そこでの調査内容の理解にもと
づき考え話し合う学習は，目標（２）の「社会的
事象の特色や相互の関連，意味を考える力，社会
に見られる課題を把握して，その解決に向けて社
会への関わり方を選択・判断する力」の育成を実
現するものとなっています。こうした知識・技能
や資質・能力は，異なる社会的事象を取り上げる
全単元の学習を通して継続的・発展的に育まれる
ことにより，未知の状況でも生きて働く確かなも
のとなっていくのです。

紙面紹介　４年

こうして実践，４年生の指導

東京学芸大学教授　大
おお

澤
さわ

克
かつ

美
み
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「まとめる」場面の評価のあり方

それではこの単元のまとめは，どうなっている
でしょうか。見開き２頁の「まとめる」を見ると，
まず導入で設定した学習問題を再確認して，これ
までの学習をふり返り，問題の解決に向けて話し
合っています。ここでのポイントは，子どもたち
から出される防災の多様な取り組みを，その主体
別に表を作ることによってわかりやすく整理して
いることです。最初から表を提示して，意見を位
置づけていくこともできますが，いくつかの取り
組みが発表された後でそれらを表に位置づけてみ
ると，そのわかりやすさがいっそう子どもに印象
づけられます。この場面では，項目を立て表を作
ることで情報をまとめる技能を育むことができ
ます。
表への記載が増えるのを見ている子どもたちか

ら，関連した取り組みや補足が追加される活発な
話し合いによって，単元のまとめとなる学習問題
の解決は，多角的で総合的なものとなっていきま
す。その過程では，発表された防災の取り組みが
事前の日常的なものなのか，起こった時あるいは

2 被災後を考えたものなのかを適時確認すること
で，学習をもう一歩深めていくことも可能です。
このような単元のふり返りと総合的なまとめを踏
まえ，多様な防災の取り組みの中で自分が特に大
切だと思ったことや，日常生活の中で取り組みた
いことを選択・判断し，標語に表現することで個々
の防災目標を意識化させていきます。
その場面で教科書が，標語とした取り組みの選
択理由を重視しているのは，選択の根拠にその子
の生活と防災とのつながりや，社会参画への主体
性が見えてくるからです。言い方を変えれば，そ
こには地域の一員として安全な社会をつくるため
に必要な態度など「学びに向かう力」と理解や能
力を評価する鍵があるからです。子どもは標語の
根拠が書けないと，ノートや資料をふり返ること
になるため，この活動は自己評価，メタ認知とし
ての機能ももっており，教師はその姿を見守りな
がら個別に適切な支援をすることができます。
教科書を使って４年の社会科授業をいっそう充
実させるには，単元ごとに全体を読み通し，各時
間の目標・教材・活動からそこでの学習を具体的
にイメージしていただくことが重要です。

大きな地震が起こると，
市や県などの関

かん

係
け い

機
き

関
か ん

は，
住
じゅう

民
み ん

を守るために協
きょう

力
りょく

するよ。

地震防災センターは，過
か

去
こ

に
地域で起こった地震や津波の
ひがいを伝

つた

えているよ。

地域の住民は，地震に強い
家にするための工事をして，
地震にそなえていたよ。

自
じ

治
ち

会の人は地震にそなえて，
防
ぼう

災
さ い

倉
そ う

庫
こ

の中を点
てん

検
け ん

しているよ。

・地域防災計画
・関係機関の協力
・過去に起こった地震
・防災倉庫

地
ち

域
いき

では，
地震や津波にそなえて
どのような取り組みを
しているのだろう。

ゆうまさんたちは，学

習問題をふり返り，調べてきた取り組みについて話

し合いました。

地
じ

震
し ん

や津
つ

波
な み

にそなえて

表を使って，
調べたことを整理する

① だれが行っているか，
どのような取り組みを
しているかがわかるよ
うに，こうもくを分け
て表をつくる。
② 表にしたがって，調べ
た取り組みを書き入れ
る。
③ 書いた表を見て，どの
ようなことがいえるの
かを考える。

だれが どのような取り組みをしているか

市役所
の人

• 防災会
かい

議
ぎ

を開いて，毎年，地域防災計画を見直している。
• 地震が起こると，県や消

しょう

防
ぼう

などの関係機関に協
きょう

力
りょく

を求める。
• ひなん地となる公園に，かまどベンチをもうけて…

地震防災
センター
の人

• 過去に，地域で起こった地震や津波のひがいを伝える。
• 人々に，地震のこわさとそなえの大切さを伝える。

自治会
の人

• 防災倉庫の中に，災害時に必
ひつ

要
よう

な量
りょう

の食
しょく

料
りょう

や水を準
じゅん

備
び

して
いる。
• いつでも防災用品が使えるように…

地域の
住民

• 家をじょうぶなつくりにするための工事を行う。
• 災害時に必要な量の食料や水を準

じゅん

備
び

している。

調べてきた取り組みを，表に整理してみました。

98

地震や津波が起こる前，
起こった時，
起こったあとによって，
取り組みにはちがいが
あったよ。調べた
それぞれの取り組みは，
どんな時に必要に
なるのかも
考えてみようよ。

わたしは，ひなん訓
くん

練
れ ん

で
高校生が津波の役になって，
地域の人を追いかけるという
取り組みが大切だと思いました。
そのわけは…

ぼくは， 地震にそなえて
自分の家でも7日分の食料や
水を準備しておくことが
大切だと思いました。
なぜなら…。

書いた表を見て，思ったことを発表しました。

「地域の人は，それぞれの立場で，地震や津

波にそなえる取り組みをしているよ。」

「地震や津波にそなえるため，地域のみんな

が協力していくことが大切だと思ったよ。」

「調べてきた取り組みを文章で表し，学習問

題についての考えをまとめましょう。」

ゆうまさんたちは，学習問題について考えたこと

をノートに書きました。

「調べてきた取り組みを，これからの自分の

生活にも生かしたいな。」

そこで，学習したことの中から，大切だと思った

ことや，やってみたいと思った取り組みを選
え ら

び，そ

れをもとに標
ひょう

語
ご

をつくって発表しました。

学習問題について

考えたこと

　市は地域防災計画を

つくって，…。また，

過去に起こった地震を

伝えるために…，地震

が起こると…は協力し

て…

ゆうまさんのノート

ア ゆうまさんが
つくった標語

イ あおいさんが
つくった標語

思ったより
津波は早く
やって来る

そなえよう
水と食料
一週間

　地震や津波へのそなえとして，
大切だと思ったことや，やってみ
たいと思った取り組みを学習した
ことの中から選び，それを標語に
表して発表しよう。また，選んだ
理由も説

せつ

明
めい

しよう。

選
せ ん

択
た く

判
は ん

断
だ ん

・

99
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▲『小学社会４』98～99ページ
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はじめに　
～持続可能な社会の担い手を育てる～

新学習指導要領の総説では，「持続可能な社会の
担い手」を育てることが謳われています。これを
受けて，その具体的な事例を教科書『小学社会５』
の全単元において取り上げることを目ざしました。
教材の選択・構成にあたっては，技術革新や情報化，
国際化がいっそう進む中で，それらと連動して日
本の産業と国民のくらしに変容をもたらしつつあ
る様子を，ダイナミックにとらえられることを軸に
据えました。そのため，教科書における大単元の
名称を「未来を支える食料生産」「未来をつくり出
す工業生産」「未来とつながる情報」としました。
これは，子どもたちが希望をもって成長し，社会
と向き合えることを願い，表現したものです。
また，新学習指導要領の求める「『主体的・対話
的で深い学び』の実現に向けた授業改善」を具体
化するために，学習の進め方に関する叙述を大き
く見直しました。全国の学校現場で実践されてき
た学習の進め方・学び方をベースとしつつも，問
題解決的な学習における「つかむ」「調べる」「ま
とめる」の各場面をより明確にして，最新の学び
の要素も取り入れました。さらに，「まとめる」の
後に「つなげる」場面の設定を意図しました。こ
れは，各単元の学習をもとに自分たちのくらしを
見直し，現代日本の課題やこれからの社会のあり
方について新たな問いを見出していくといった，
「問い続ける」ことを促すものです。
学習の内容や進め方に関しては，学習のねらい

に即した資料を精選し掲載することを基本としま
した。問題を把握し，根拠にもとづいた考察を行
うために必要な事実や知識を重視する意図から，
最新の情勢を踏まえた内容や資料を加えました。

資料活用の場面では，読み解くためのヒントとし
て「やってみよう」を配置してあります。教科書
キャラクターの吹き出しなどに「社会的な見方・
考え方」に気づかせるヒントを明示して，より深
い考察へと導けるようにくふうしました。

わが国の産業と子どもたちのくらしを
結びつける

子どもたちが日本の産業について学習するとき，
自分の身のまわりで起きていることから導入し，技
術革新や情報化，国際化といった背景をとらえて
いくことが重要です。さらに，今後の社会がどのよ
うに変化していくのか，自分はどのように対応して
いくのか選択・判断することも求められています。
現在，自動運転技術を使った無人の農業用トラ

クターやコンバインが開発され，実用化が進んで
います。これは，農業人口が減ったり自然災害が多
発したりする中でも，持続可能な農業や世の中に
変化していくことを予想させます。こうした社会の
変化が激しい中でも，米や野菜，水産物といった
食料生産は欠かすことのできない営みです。全国
からさまざまな食料が家庭の食卓に届き，子ども
たちはあたりまえのように食生活を送っています。
産業学習では，一見あたりまえと思われる営みにも
農業・水産業に携わる人たちの努力やくふうがあり，
その存在に気づき，問いをもつようになることが大
切です。その意味で，５年生の学習内容は，食料
を生産している人たちと子どもたちのくらしをつな
げる役割を担っているといえるでしょう。
教科書では，持続可能な米づくりや水産業の例

として，産地で進められているさまざまな取り組み
を取り上げて，世界にも目を向けています。そして，
これらの事実や事例を根拠として，日本の食料生
産の発展について考え，同時に自らのくらしと関連
づけて，生活者の立場から学び続けていくことが
できるように意図しました。

「社会的な見方・考え方」を働かせて
「深い学び」に至る

教科書では，３年生・４年生で習得した学び方・
学習の進め方を土台として，発達段階に応じた「学

1

2

紙面紹介　５年

こうして実践，５年生の指導

学習院初等科教諭　栗
くり

原
はら

　清
きよし
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びのてびき」を，随所に配置しました。その中には，
新学習指導要領のキーワードとされている，「社会
的な見方・考え方」に関するものを数多く取り入
れてあります。例えば，「資料を見比べて，学習問
題をつくる」「さまざまな図や表で，学習を整理す
る」などの場面で「思考ツール」を取り入れ，問
題解決的な学習の見通しを立てやすくしました。
授業実践する際の，「こうすれば学習が効果的に進
められます」というメッセージになっています。
同様に，「両面から考える」「別の立場で考え，話
し合う」などでは，もののとらえ方には異なるも
の，多様なものがあることを示唆し，幅広く「対
話的な学び」を経験できるようにしました。さら
に，「自然災害の種類や発生場所を読み取る」では
空間的な見方を，「自然災害の発生回数を読み取
る」で時間的な見方を，また，災害への対策につ
いて調べることから関係的な見方を，それぞれ働
かせることを促すために教材に応じて具体化を図
りました。
こうしたくふうによって，くり返し社会的な見
方・考え方を働かせながら，「深い学び」のみなら
ず，６年生や中学校での学習につながる力を定着

させることが期待できます。

学習ノートを効率的にまとめる習慣を

「持続可能な社会の担い手」となるための基
礎・基本として，子どもたち自らが学んだことを
整理し表現する力が身につくように，巻頭ページ
に「ノートで『学びのあしあと』を残そう」を紹
介しています。各単元の学習過程の中にも適宜，
ノート整理の方法を掲載しました。板書の形や
「調べること」「調べ方」「ぎもん」「予想」の見出
し語とそれらの書き出し部分を示したり，「これ
からの米づくりに大切なこと」「（日本の工業の発
展にとって大切だと思うことを）順位づけをし
て，それぞれの考えを説明しよう」などと具体的
な設問を示したりしました。
子どもたち自らが学んだ内容や方法を可視化し
ておくことで，スムーズな「ふり返り」ができ，
次の学習への見通しが立てられます。このように，
問題解決的な学習をとおして，新たな問題の発見
とその解決へと向かう資質・能力が育つ教科書を
お届けします。全国の学校現場で，存分に活用さ
れることを期待します。

3

ゆめちから

せときらら

ゆめかおり
ハナマンテン

（農林水産省ほか）

0 500km

オ 多くの客でにぎわう直売所（和
わ

歌
か

山
やま

県紀
き

の
川
かわ

市）　地元でとれた農産物だけでなく，それ
らを材料にした加工品なども売っています。

カ 形の悪い野菜がならぶ売り場　見
ばえが悪くても，味や安全性に問題がな
いものは，むだにせず売っています。

キ 2005年より後に
育成が進んだ，新しい小
麦の品種（パン用）と，主
な産地　国産小麦を使っ
た商品が増えています。

ク 豊漁と航
こう

海
かい

の安全を願う「大
お

瀬
せ

まつり」（静
しず

岡
おか

県沼
ぬま

津
づ

市）

●食料生産と，くらしや国土とのつながり
日本の各地では，人々が昔から農業や漁業を営んでき

ました。それとともに，豊
ほう

作
さ く

や豊
ほ う

漁
りょう

を願う祭り，収
しゅう

穫
か く

を
感
か ん

謝
し ゃ

する祭りが行われ，今も地域の大切な行事として
残っているものがあります。
また，日本の各地に広がる水田は，土の流出を防

ふせ

いだ
り，雨水を一時的にたくわえ，川のはんらんをおさえた
りするはたらきがあります。水田にたまった水は地下水
のもとになるほか，夏の暑さもやわらげてくれます。

●地産地消

わたしたち消費者が
どんな食料を選ぶかで，
生産や販売のしかたも
変わってくると思うよ。

国産の食料を買うことで，
国内の生産者を
おうえんしたいな。

これからは，国内の質の高い食料を，より多くの人に

とどけるしくみが重要になってきます。また，輸
ゆ

入
にゅう

にた

よらずに食料を安定して確
かく

保
ほ

できるよう，新しい技
ぎ

術
じゅつ

を

研究・開発することも求められます。

一方で，それぞれの地域で続けてきた食料生産を大事

にして，地元でとれた食料を生かしていく「地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

」

の取り組みも大切です。

さらに

生産に関わる人だけでなく，
わたしたちにも
できることが
あるかもしれないね。

次 に つ な げ よ う人々は祖
そ

先
せ ん

から受けつい
だ土地や海，川で，美しい
自然を守りながら，生産を
続けていきたいと願ってい
ます。
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◆国内の食料生産を発
はっ

展
てん

さ
せるために，「おいしく安心
して食べられる食料をつく
る」ことに何をつけ加える
とよいか， ～ をもとに
考えてみよう。
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工場の技
ぎ

術
じゅつ

を使って，
さまざまな場所で
生産ができるように
なるといいと思います。

イ を関連づけて

国内の各地で，食料

生産に関わるさまざまな人たちが，地
ち

域
いき

の生産や消
しょう

費
ひ

を

増
ふ

やすための取り組みを進めています。

未来へのさまざまな取り組み

おいしく安心して食べられる作物を生産する地元の農家
と契

けい

約
やく

を結んで，さまざまな野菜を生産してもらい，各地
の店で売り出しています。生産から販

はん

売
ばい

までをすべて管理
することで，質

しつ

のよい作物を安く確
かく

実
じつ

にとどけることがで
きます。生産者の人たちにとっても，作物の買い取り先の
不安がないので，安定した生産ができます。おたがいに協
力して，地域の生産がもり上がれば，うれしいですね。

スーパーマーケットを営
いとな

む会社の人の話

ア 中
ちゅう

国
ごく

へ輸
ゆ

出
しゅつ

された日本の米　
味がよく，安心して食べられると世
界で評

ひょう

価
か

されている日本の食料がい
くつもあり，輸出は少しずつ増えて
います。

ウ 農業を営む会社の数の変化　
使っていない農地を借り集め，大

だい

規
き

模
ぼ

な生産を進める会社もあります。

エ スーパーマーケットを営む会
社が，野菜をつくっている農場

おいしく安心して食べられる食料をつくる

イ 野菜工場（千
ち

葉
ば

県）　室内で光や温
度を調節して，計画的に野菜を生産しま
す。農薬を使わず，安全性

せい

も高いですが，
電気代などに多くの費用がかかります。

食料生産に関わる人たちは，
これからどのようなことに
取り組もうと
しているのだろう。

こ の 時 間 の 問 い

さ
ら
に

112

▲『小学社会５』112～113ページ
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政治単元から始める

今次の学習指導要領改訂により，政治学習が第
６学年の最初に位置づけられました。この背景に
は，2016年の改正公職選挙法の施行による，18
歳から投票できる選挙権年齢の引き下げがあげら
れます。およそ６年後に参政権をもつことになる
子どもたちに政治学習の重要性を意識づけ，主権
者を育成するためには意義深い変更といえます。
これまで第６学年の単元構成は，歴史単元先習を
前提とした政治単元，国際単元という配列でした。
例えば，日中戦争やアジア・太平洋戦争で多くの
人命が失われたことを学習することで，その経験
と反省から平和主義を原則とする日本国憲法が制
定されたことが，とらえやすく構成できました。
今回，歴史的な経緯については，あとで学ぶこと
から，それを補完するくふうが求められます。
さらに，政治学習の小単元構成についても，現

行の地方自治，国政，日本国憲法と国民生活の順
から，日本国憲法，立法・行政・司法の三権と国
民生活，国政・地方自治の順へと改められました。
政治のしくみを学習するために，まず政治の根本
や原則を定める日本国憲法を学び，それから国
政・地方自治という順序は，すでに学んだ者にとっ
ては総論から各論へと説明しやすくなったともい
えますが，他方で，先にふれた歴史的経緯の補完
と同様に，子どもにとって身近でわかりやすい教
材開発が求められるようになります。

子どものくらしと政治をつなぐには

子どもたちと日本国憲法とをつなぐには，どの
ような学習展開が考えられるでしょうか。教科書
では，子どもたちにとって身近で，興味をもちや

1

2

すいスポーツを取り上げました。これまでも国際
単元において，「日本と世界のつながり」という
抽象的な概念をとらえさせるために，スポーツは
有効な学習材でした。来年，東京を中心とした各
地で開催されるオリンピック・パラリンピック競
技大会を，教科書の導入教材として位置づけてあ
ります。オリンピックにはスポーツを通じて平和
な世界を実現しようという人々の願いが込められ
ており，パラリンピックは障がいのあるスポーツ
選手による競技大会であることから，政治学習の
入り口としてふさわしい教材と考えました。来年
の開催を控え，国民的な関心も高く，さまざまな
メディアにおける扱いも大きくなってきました。
特にパラリンピックに対する社会の関心も高ま
り，選手たち（パラリンピアン）に注目が集まる
ようになりました。
教科書では，リオデジャネイロ・オリンピック
に出場したウィルチェアー・ラグビー日本代表選
手，官

かん

野
の

一
かず

彦
ひこ

さんに取材協力をいただきました。
官野さんの日常生活の様子を通じて，障がいのあ
る人が不自由のないようにくらしていける背景に
は，だれもがくらしやすい世の中の実現を希求す
る日本国憲法やその考え方があることに，子ども
たちは気づきます。あわせて，2016年に施行さ
れた「障害者差別解消法」を取り上げ，この法律
がどのように成立したのかについてふれながら，
日本国憲法や政治のしくみをとらえていきます。
これらをもとに現代の日本社会のさまざまな課題
と，それらを解決するために各地で行われている
取り組みを通じて地方自治の役割へと，学びを広
げていきます。政治は「人々のくらしをよりよい
ものにしたい」という願いを実現するためのもの
であることが，具体的な人々のすがたを通じて理
解できるように構成しました。
このように，政治単元の学習を，スポーツから
障がいのある人のくらしを通じて政治のしくみ
へ，そして日本国憲法へとつなげ，問題解決的に
学べるように構成しました。この構成のねらいは，
子どもたちが18歳の選挙権年齢を迎えるまでに，

紙面紹介　６年

こうして実践，６年生の指導

帝京大学教授　鎌
かま

田
た

和
かず

宏
ひろ
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政治に対する関心と基本的知識を身につけ，判断
力を養い，社会参画に向けた意識を高めることで
す。単元末尾に位置づけた「つなげる」場面の
ページをもとに，政治参加への話し合いや模擬投
票の活動にも取り組んでほしいと思います。

政治単元と歴史単元をつなぐには

政治参加の基本的な方法は参政権を行使するこ
とです。「社会的な見方・考え方」（時期や時間の
経過の視点）が働くよう促すために，教科書では
政治単元とそれに続く歴史単元について「参政権
の拡大」という観点で，導入部を構成しました。
このページには，およそ90年前のものと現代に
おける投票など政治参加の様子を撮影した写真を
並べました。昔の写真を観察すると，女性のすが
たが見られないことに気づくでしょう。その気づ
きをもとに，「なぜ，女性がいないのか」「女性に
は選挙権があったのか」などの疑問の声があがり
ます。そこで，「選挙は，どのようなしくみで行
われてきのか」といった問いをもち，選挙制度が
歴史的に移り変わってきたことを知れば，さまざ
まな先人たちの努力によって，現在の権利が獲得

3

され制度がつくられてきたのではないかと子ども
は考えるでしょう。
参政権の拡大が人々に政治参加への意識を高め
てきた経緯を知ることで，これから始まる歴史学
習のなかで，「この時代はどのような政治だった
のか」という単元をつらぬく視点をもち，関心を
高めることが期待できます。歴史単元末尾に位置
づけた「つなげる」場面のページでは，子どもた
ちが選挙権の広がりについて再び検討します。導
入部で考えたときよりも，大きな歴史の流れをと
らえ，人々の社会参画の広がりや民主主義の発展
についてとらえることができます。そして，人口
減少による問題や自然災害からの復興，領土をめ
ぐる課題なども含め，「歴史を学ぶ意味」を考え，
意見文に表現します。
教科書の最後に位置づく国際単元では，「日本
と世界のつながり」の観点から，再びオリンピッ
ク・パラリンピックを導入教材として取り上げ，
意識を世界へと広げます。同じ主題を重ねて取り
上げることで，中学校社会科における「多面的・
多角的に考察する」能力育成へとつながることが
期待されます。

▲『小学社会６』64～65ページ

日
本
の
歴
史

さくらさんは，選挙の投票をすませて帰ってき

た家の人たちと話をしています。

「今回の選挙で，投票権
けん

をもっている人たちの関心は，どのような

ことに向けられているの？」

「地
ち

域
いき

の防災や産業の発
はっ

展
てん

に，高い関心をもつ人が多いよ。子ども

を育てている人などの間では，保育や教育に対する関心も高いね。」

人々の願いの今と昔

ア 期日前投票の投票所に並
なら

ぶ人々

イ 投票の様子

どちらも，
長い行列ができているよ。

アとウを見て

今からおよそ90年前に
国会の審

しん
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を傍
ぼ う

聴
ちょう

するために
並んだ人々は，どのような
政治が行われることを
願っていたのかな。

今
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「今は，昔とちがって，選挙権をすべての国民がもっているから，

政治に対する人々の関心のあり方も，さまざまだね。今から80

年ほど前までは，女性は選挙権をもっていなかったんだよ。」

今からおよそ90年前の
人々は，政治に高い関心を
もっていたみたいだね。
でも，並んでいるのは，
男性ばかりだよ。

ウを見て

オ 投票の様子（1936年）

エ 建設工事が進む国
こっ

会
かい

議
ぎ

事
じ

堂
どう

（1929年）

ウ 国会の審議を傍聴するために並ぶ人々

およそ90年間

1929（昭
しょう

和
わ

４）年
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この教科書
は，これか

らの日本を
担う皆さん

への期待を
こめ，

税金によっ
て無償で支

給されてい
ます。大切

に使いまし
ょう。

先生・保護
者の皆様へ

　ーこの教
科書につい

てー

環境にやさ
しい再生紙

と植物

油インキを
使用してい

ます。

また，児童
が使用する

教科書

の印刷にお
いては，バ

イオマ

スで発電さ
れたグリー

ン電力

を使用しま
す。

学習に役立
つ情報をウ

ェブサ

イトで見る
ことができ

ます。

障がいのあ
る人が描い

た絵を

掲載し，パ
ラリンアー

トの活

動を応援し
ています。

色覚の個人
差を問わず

，より多く

の人に見や
すいカラー

ユニバーサ

ルデザイン
に配慮して

います。

見やすさ・
読みやすさ

に配慮した
ユニバーサ

ル

デザインフ
ォントを使

用していま
す。

この教科書
は，これか

らの日本を
担う皆さん

への期待を
こめ，

税金によっ
て無償で支

給されてい
ます。大切

に使いまし
ょう。

年
組

3

文部科学省
検定済教科

書　小学校
社会科用　

17教出　
社会303

小学社会通信　まなびと　〔2019年　春号〕　2019年３月31日　発行

編　集	：教育出版株式会社編集局	 発　行：教育出版株式会社　代表者：伊東千尋
印　刷	：大日本印刷株式会社	 発行所：
	 	 〒101−0051　東京都千代田区神田神保町2−10	 電話	 03-3238-6864（内容について）
	 	 URL　https://www.kyoiku-shuppan.co.jp	 	 03-3238-6901（配送について）

北海道支社	〒060−0003	札幌市中央区北三条西3-1-44	ヒューリック札幌ビル	6F
	 	 	 TEL:	011-231-3445　FAX:	011-231-3509
函館営業所	〒040−0011	函館市本町6-7	函館第一ビルディング3F
	 	 	 TEL:	0138-51-0886　FAX:	0138-31-0198
東北支社	 〒980−0014	仙台市青葉区本町1-14-18	ライオンズプラザ本町ビル	7F
	 	 	 TEL:	022-227-0391　FAX:	022-227-0395
中部支社	 〒460−0011	名古屋市中区大須4-10-40	カジウラテックスビル	5F
	 	 	 TEL:	052-262-0821　FAX:	052-262-0825
関西支社	 〒541−0056	大阪市中央区久太郎町1-6-27	ヨシカワビル	7F
	 	 	 TEL:	06-6261-9221　FAX:	06-6261-9401
中国支社	 〒730−0051	広島市中区大手町3-7-2	あいおいニッセイ同和損保広島大手町ビル	5F
	 	 	 TEL:	082-249-6033　FAX:	082-249-6040
四国支社	 〒790−0004	松山市大街道3-6-1	岡崎産業ビル	5F	
	 	 	 TEL:	089-943-7193　FAX:	089-943-7134
九州支社	 〒812-0007	 福岡市博多区東比恵2-11-30クレセント東福岡	E室
	 	 	 TEL:	092-433-5100　FAX:	092-433-5140
沖縄営業所	〒901−0155	那覇市金城3-8-9	一粒ビル	3F	
	 	 	 TEL:	098-859-1411　FAX:	098-859-1411

□第 17 回なかよしメッセージ - 教科通信広告 _ 小学校　B5-1/2 ／ 4C　2019.1.23

https://www.kyoiku-shuppan.co.jp/
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TEL. 03-3238-6862  FAX. 03-3238-6887「地球となかよし」事務局

応募の決まりなど詳しくはホームページを見てね

前
回

入
選
作
品

　私たちが住んでいる地球。その中でも，私が住んでいる
日本には，春夏秋冬という四季があります。その事により，
旬の食べ物や，その時期にしか見られない動物や植物がた
くさんあります。そして，夏は暑く，冬は寒いといった特
ちょうもあります。
　しかし最近では，地球温暖化により，少しずつ季節がく
るっているように感じます。
　これから先も，地球に住みつづける私たちが，四季を感
じながら生きていくには，地球をよごさず，動物や植物を
大切にしていく必要があると，ポスターをかいたことによ
り，あらためて気づくことができました。（小学 4年）

四季のある日本
◎主催／教育出版　◎協賛／日本環境教育学会
◎後援／環境省，日本環境協会，全国小中学校環境教育研究会，毎日新聞社，毎日小学生新聞
＊協賛・後援団体は昨年実績で，継続申請中です。

小学生・中学生（数名のグループ単位での応募も可）応募資格

2019年 7月1日～ 9月 30日
詳細は「優秀作品展示室」とあわせてホームページをご覧下さい。応募期間

作品
テーマ

「地球となかよし」という言葉から感じたり，考えたりしたことを，
写真（またはイラスト）にメッセージをつけて表現してください。

メッセージ
作品募集（2019年度）

①身のまわりの自然が壊されている状況を見て感じたことや，自然環境
や生き物を守るための取り組み
②さまざまな人との出会いを通して，友好の輪を広げた体験，異文化交
流，国際理解に関すること
③その他，「地球となかよし」という言葉から感じたり，考えたりしたこと

第17回

応募者全員に
参加賞が
もらえるよ!

本資料は，文部科学省による「教科書採択の公正確保について」に基づき，一般社団法人
教科書協会が定めた「教科書発行者行動規範」にのっとり，配付を許可されているものです。




